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(57)【要約】
【課題】可動役物装置の動作の趣向性向上が図られる遊
技機の提供を目的とする。
【解決手段】本発明の遊技機１０は、第１可動役物装置
１００を有する。第１可動役物装置１００には、前後方
向に沿った回動軸を中心として第１回動位置と、第２回
動位置の間を移動可能な回動ベース１１１が備えられて
いる。その回動ベース１１１には、回動ベース１１１の
回動方向である第１回動位置側の第１進退位置と、第２
回動位置側の第２進退位置との間を移動可能な進退部材
１２１が搭載されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動役物装置を備えた遊技機において、
　前記可動役物装置は、
　第１装飾部を備えると共に、前後方向に沿った回動軸を中心として回動可能に支持され
て第１回動位置と第２回動位置の間を移動可能な回動部材と、
　第２装飾部を備えると共に、前記回動部材に搭載されて前記回動部材の回動方向に進退
可能であって前記第１回動位置側の第１進退位置と前記第２回動位置側の第２進退位置と
の間を移動可能な進退部材と、を有し、
　前記回動部材に備えた前記第１装飾部は、前記進退部材が前記第１進退位置に配置され
たときに前記進退部材の前記第２装飾部に前側を覆われ、前記進退部材が前記第２進退位
置に配置されたときに前記進退部材の外側に露出する、遊技機。
【請求項２】
　前記第２装飾部は、前記第２進退位置側を中心として扇状に並べられた複数の装飾部構
成体からなり、
　前記複数の装飾部構成体は、前記進退部材が前記第１進退位置から前記第２進退位置へ
向かうにつれて前記第１進退位置側が互いに近づくように寄せられる、請求項１に記載の
遊技機。
【請求項３】
　前記可動役物装置は、
　前記進退部材に搭載されて前記進退部材の進退方向に沿って移動可能に支持され、前記
進退部材に重ねられる退避位置と前記進退部材から前記第２進退位置側に突出する突出位
置との間を移動可能な突出部材をさらに有し、
　前記突出部材は、前記進退部材の前記第１進退位置から前記第２進退位置への移動に伴
って前記退避位置から前記突出位置に移動する、請求項１又は２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記突出部材は、前記退避位置に配置されたときに前記進退部材に前側を覆われる、請
求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記突出部材は、前記進退部材に回転自在に支持され、その回転中心から離れた部位が
前記進退部材の移動に伴って前記回動部材に摺接することで回転するように構成された、
請求項３又は４に記載の遊技機。
【請求項６】
　前記突出位置は、前記進退部材がその移動ストロークの途中位置より前記第２進退位置
側を移動するときに、前記進退部材と一体になって前記回動部材の回動方向に移動する、
請求項５に記載の遊技機。
【請求項７】
　前記回動部材の前記回動軸は、前記回動部材において、前記第２回動位置側であって前
記回動部材の回動方向と直交する方向の片側に寄せて配置されている、請求項１乃至６の
うち何れか１の請求項に記載の遊技機。
【請求項８】
　前記回動部材及び前記進退部材には、前記回動部材の回動方向と直交する方向で対をな
す１対の装飾部が設けられ、
　前記１対の装飾部のうち前記回動部材の前記回動軸から遠い側の装飾部は、該回動軸か
ら近い側の装飾部より大きく形成されている、請求項７に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可動役物装置を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　特許文献１の遊技機では、可動役物装置が、前後方向に沿った回動軸を中心として回動
可能な回動部材を備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１０４６３７号（段落［０１３１］～［０１３２］、図１
１、図１５）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の遊技機では、可動役物装置の動作が単純で興趣に欠けるという問題があっ
た。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、可動役物装置の動作の趣向性向上が図ら
れる遊技機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の手段は、可動役物装置を備えた遊技機において、前記可動役物装置は、第１装飾
部を備えると共に、前後方向に沿った回動軸を中心として回動可能に支持されて第１回動
位置と第２回動位置の間を移動可能な回動部材と、第２装飾部を備えると共に、前記回動
部材に搭載されて前記回動部材の回動方向に進退可能であって前記第１回動位置側の第１
進退位置と前記第２回動位置側の第２進退位置との間を移動可能な進退部材と、を有し、
前記回動部材に備えた前記第１装飾部は、前記進退部材が前記第１進退位置に配置された
ときに前記進退部材の前記第２装飾部に前側を覆われ、前記進退部材が前記第２進退位置
に配置されたときに前記進退部材の外側に露出する、遊技機である。
【発明の効果】
【０００７】
　上記発明によれば、可動役物装置の動作の趣向性向上が図られる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る遊技機の正面図
【図２】遊技盤の正面図
【図３】機構枠の正面図
【図４】第１可動役物装置の動作を示す正面図
【図５】回動ベースの動作を示す正面図
【図６】進退部材の動作を示す側断面図
【図７】直動駆動機構の動作を示す図
【図８】装飾部材の動作を示す正面図
【図９】突出部材の動作を示す正断面図
【図１０】第２可動役物装置の動作を示す正面図
【図１１】（Ａ）第１可動部の側断面図、（Ｂ）第２可動部の側断面図
【図１２】第１駆動機構の正面図
【図１３】第１可動体の動作を示す正面図
【図１４】第２駆動機構の正面図
【図１５】第２可動体の動作を示す正面図
【図１６】複合役物演出を説明するための正面図
【図１７】本発明の変形例に係る直動駆動機構の動作を示す図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　図１に示されるように、本実施形態の遊技機１０は、前面枠１０Ｚを前面に備え、その
前面枠１０Ｚに形成されたガラス窓１０Ｗを通して、図２に示す遊技盤１１の前面に形成
された遊技領域Ｒ１が視認可能になっている。なお、以下の説明において、特記しない限
り「右」及び「左」とは、遊技機１０を前方から見た場合の「右」及び「左」を指すもの
とする。
【００１０】
　前面枠１０Ｚのうちガラス窓１０Ｗより下方には、上皿２６と下皿２７が上下２段にし
て設けられ、下皿２７の右側には、発射ハンドル２８が備えられている。そして、発射ハ
ンドル２８が回動操作されると、上皿２６に収容された遊技球が遊技領域Ｒ１（図２）に
向けて弾き出される。
【００１１】
　図２に示されるように、遊技領域Ｒ１は、遊技盤１１の前面から突出したガイドレール
１２に囲まれている。遊技盤１１のうち遊技領域Ｒ１の中央には、表示開口１１Ｈが貫通
形成され、この表示開口１１Ｈを通して、表示装置１３の表示画面１３Ｇが前方に臨んで
いる。表示画面１３Ｇでは、遊技に関する種々の演出が行われる。
【００１２】
　表示開口１１Ｈの開口縁には、表示画面１３Ｇを囲むように表示装飾枠２３が取り付け
られている。表示装飾枠２３は、遊技盤１１の前面側から表示開口１１Ｈに嵌め込まれて
遊技盤１１の前面から突出し、遊技領域Ｒ１を流下する遊技球が表示装飾枠２３の内側に
進入することを規制している。
【００１３】
　遊技領域Ｒ１のうち表示装飾枠２３より下側部分の横方向の中央部には、第１始動入賞
口１４ＡＫが設けられている。第１始動入賞口１４ＡＫは、遊技球が１つずつ入球可能な
大きさの開口を上部に有するポケット構造をなしている。
【００１４】
　第１始動入賞口１４ＡＫの下方には、第１大入賞装置１５Ａが設けられている。第１大
入賞装置１５Ａは、右側に開放した第１大入賞口１５ＡＫと、第２大入賞口１５ＡＫの右
側に配置された第１可変部材１５ＡＴと、を備えている。第１可変部材１５ＡＴは、左下
り傾斜し、遊技盤１１の前面から突出した第１突出位置と、該第１突出位置より突出が抑
えられた第１退避位置と、の間をスライド可能に構成されている。そして、第１可変部材
１５ＡＴが第１突出位置に配置されたときに、第１可変部材１５ＡＴを案内にして遊技球
が第１大入賞口１５ＡＫに入球可能となり、第１可変部材１５ＡＴが第１退避位置に配置
されたときに、遊技球が第１大入賞口１５ＡＫに入球困難となる。
【００１５】
　遊技領域Ｒ１のうち表示装飾枠２３の右側には、始動ゲート１８が設けられている。始
動ゲート１８は、遊技領域Ｒ１を流下する遊技球が潜って通過可能な門形状に形成されて
いる。始動ゲート１８を遊技球が通過すると、普通図柄当否判定が行われる。
【００１６】
　始動ゲート１８の下方には、第２始動入賞装置１４Ｂが設けられている。第２始動入賞
装置１４Ｂは、左側に開放した第２始動入賞口１４ＢＫと、第２始動入賞口１４ＢＫの左
側で右下がりに傾斜した始動可変部材１４ＢＴと、を備えている。始動可変部材１４ＢＴ
は、遊技盤１１の前面から突出した始動突出位置と該始動突出位置より突出が抑えられた
始動退避位置との間をスライド可能に構成されていて、通常は、始動退避位置に配置され
、上述した普通図柄当否判定の結果が当りになると、所定の期間だけ始動突出位置に配置
される。そして、始動可変部材１４ＢＴが始動突出位置に配置されたときに、始動可変部
材１４ＢＴを案内にして遊技球が第２始動入賞口１４ＢＫに入球可能となり、始動可変部
材１４ＢＴが始動退避位置に配置されたときに、遊技球が始動入賞口１４ＢＫに入球困難
となる。
【００１７】
　第２始動入賞装置１４Ｂの下方には、第２大入賞装置１５Ｂが設けられている。第２大
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入賞装置１５Ｂは、上側に開放した第２大入賞口１５ＢＫと、第２大入賞口１５ＢＫを開
閉する第２可変部材１５ＢＴと、を備えている。第２可変部材１５ＢＴは、遊技盤１１の
前面から突出した第２突出位置と、該第２突出位置より突出が抑えられた第２退避位置と
、の間をスライド可能に構成されている。そして、第２可変部材１５ＢＴが第２突出位置
に配置されたときに、第２大入賞口１５ＢＫが閉塞されて遊技球が第２大入賞口１５ＢＫ
に入球困難となり、第２可変部材１５ＢＴが第２退避位置に配置されたときに、第２大入
賞口１５ＢＫが開放されて遊技球が第２大入賞口１５ＢＫに入球可能となる。
【００１８】
　第１始動入賞口１４ＡＫ又は第２始動入賞口１４ＢＫに遊技球が入球すると、所定数の
遊技球が賞球として上皿２６（図１参照）に払い出されると共に、特別図柄当否判定が行
われる。
【００１９】
　特別図柄当否判定の結果が当りになると、大当り遊技が実行され、第１大入賞口１５Ａ
Ｋ又は第２大入賞口１５ＢＫに遊技球が入球可能となる。第１大入賞口１５ＡＫ又は第２
大入賞口１５ＢＫに遊技球が入球すると、所定数の遊技球が賞球として払い出される。
【００２０】
　遊技領域Ｒ１には、上述した入賞口１４ＡＫ，１４ＢＫ，１５ＡＫ，１５ＢＫのほかに
、上方又は側方に開放して遊技球が常時入球可能な一般入賞口２０が複数設けられている
。また、遊技領域Ｒ１の下端部、具体的には、第１可変部材１５ＡＴの下方には、何れの
入賞口にも入球しなかった遊技球を遊技領域Ｒ１の外側に排出するためのアウト口１６が
設けられている。さらに、遊技領域Ｒ１には、遊技球の流下方向をランダムに変更するた
めの障害釘Ｋが多数植設されている。
【００２１】
　本実施形態の遊技機１０では、遊技盤１１の後側に、図３に示される機構枠１７を備え
ている。機構枠１７には、第１可動役物装置１００と第２可動役物装置２００を含む種々
の装置が組み付けられている。
【００２２】
　［第１可動役物装置１００］
　図３及び図４に示されるように、第１可動役物装置１００は、機構枠１７に固定された
固定ベース１０１と、固定ベース１０１に対して移動可能な移動演出部１１０と、を有す
る。図５（Ｂ）に示されるように、固定ベース１０１は、横辺部１０１Ａと、横辺部１０
１Ａの両側部から下側へ延びた１対の縦辺部１０１Ｂ，１０１Ｂと、からなる。横辺部１
０１Ａは、機構枠１７の上辺部１７Ｊに前側から重ねられ、１対の縦辺部１０１Ｂ，１０
１Ｂは、機構枠１７の側辺部１７Ｓ，１７Ｓに重ねられる。なお、左側の縦辺部１０１Ｂ
は、右側の縦辺部１０１Ｂよりも長くなっている。
【００２３】
　図４（Ａ）及び図４（Ｂ）に示されるように、移動演出部１１０は、固定ベース１０１
に対して前後方向に沿った軸を中心に回動可能な回動ベース１１１を備えている。図５に
示されるように、回動ベース１１１は、回動横辺部１１１Ａと、回動横辺部１１１Ａの左
右の両端部から下側へ延びた１対の回動縦辺部１１１Ｂ，１１１Ｂと、を備えた略門形状
に形成されている。なお、１対の回動縦辺部１１１Ｂ，１１１Ｂは共に、固定ベース１０
１の右側の縦辺部１０１Ｂと略同じ長さになっている。
【００２４】
　図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示されるように、回動ベース１１１は、固定ベース１０１
の右側の縦辺部１０１Ｂの下端部に回動可能に支持され、通常は、第１回動位置（図５（
Ａ）参照）に配置されている。回動ベース１１１が第１回動位置に配置された状態では、
回動横辺部１１１Ａが固定ベース１０１の横辺部１０１Ａに前側から重ねられ、１対の回
動縦辺部１１１Ｂ，１１１Ｂが固定ベース１０１の１対の縦辺部１０１Ｂ，１０１Ｂに前
側から重ねられる。所定の回動条件が成立すると、回動ベース１１１は、左側の回動縦辺
部１１１Ｂが下方へ移動するように反時計方向に回転して、第２回動位置（図５（Ｂ）参
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照）に配置される。このとき、回動ベース１１１は、回動横辺部１１１Ａが左下がりに傾
斜するように配置され、表示画面１３Ｇ（図２参照）の中央部を前側から覆う。ここで、
回動ベース１１１の回動軸部１１１Ｊは、回動ベース１１１の横方向一方側の下端部（具
体的には、回動縦辺部１１１Ｂの下端部）に配置されるので、第２回動位置へと向かう回
動ベース１１１を傾くように見せることが可能となる。
【００２５】
　なお、固定ベース１０１の左側の縦辺部１０１Ｂには、回動ベース１１１の回転軸部１
１１Ｊを中心とした円弧状のガイド孔１０１Ｇが形成されていて、このガイド孔１０１Ｇ
に、回動横辺部１１１Ａの左側部から後側（図５では、紙面奥側）に突出するガイド突部
１１１Ｇが係合することで、固定ベース１０１に対する回動ベース１１１の回動の安定化
が図られている。
【００２６】
　回動ベース１１１は、固定ベース１０１に搭載された回動駆動機構１０２により駆動さ
れる。回動駆動機構１０２は、駆動源１０３と、駆動源１０３により駆動される回動レバ
ー１０４と、を備えている。回動レバー１０４は、固定ベース１０１の横辺部１０１Ａの
左端寄り部分に回動可能に支持され、その回動中心から右側へ張り出している。回動レバ
ー１０４の先端部には、回動レバー１０４の張り出し方向に延びた先端長孔１０５が形成
されていて、この先端長孔１０５に、回動ベース１１１の横辺部１１１Ａから後側に突出
した係合突部１０５Ｔが係合している。また、回動レバー１０４の中間部には、回動レバ
ー１０４の張り出し方向に延びた中間長孔１０６が形成されている。中間長孔１０６には
、駆動源１０３により駆動される中継ギア１０３Ｇに形成された回転突部１０６Ｔが係合
している。そして、中継ギア１０３Ｇが回転すると、回動レバー１０４が回動し、回動ベ
ース１１１が固定ベース１０１に対して回動軸部１１１Ｊを中心に回動する。
【００２７】
　図６に示されるように、回動ベース１１１は、回動ベース本体１１２と、回動ベース１
１２に前側から重ねて固定された装飾プレート１１３と、を備える。具体的には、回動ベ
ース本体１１２は、前壁１１２Ａと後壁１１２Ｂの上端部同士が天井壁１１２Ｔで連絡さ
れて、下側に開放した断面コの字状をなし、前壁１１２Ａの前面に装飾プレート１１３が
固定されている。なお、前壁１１２Ａの天井壁１１２Ｔからの突出量は後壁１１２Ｂより
も小さくなっている。
【００２８】
　図４（Ｂ）から図４（Ｃ）の変化に示されるように、移動演出部１１０は、回動ベース
１１１に搭載されて回動ベース１１１の回動方向に移動可能な進退部材１２１を備えてい
る。図６に示されるように、進退部材１２１は、前後方向で対向したスライド部材１２２
と装飾部材１２３の下端部同士が連結部材１２１Ａによって連結されてなる。スライド部
材１２２は、前後方向で回動ベース１１１の後壁１１２Ｂと装飾プレート１１３の間に配
置され、装飾部材１２３は、回動ベース１１１の装飾プレート１１３より前側に配置され
ている。
【００２９】
　スライド部材１２２は、後壁１１２Ｂに対して天井壁１１２Ｔと略垂直な方向に直動可
能となっている。具体的には、図７に示されるように、後壁１１２Ｂには、天井壁１１２
Ｔに対して略垂直な方向に延在するガイド孔１１２Ｇが形成されていて、このガイド孔１
１２Ｇに、スライド部材１２２から後側に突出したガイド突部１２２Ｇが係合することで
、スライド部材１２２が回動ベース１１２に直動可能に支持されている。
【００３０】
　進退部材１２１は、通常は、図６（Ａ）及び図７（Ａ）に示される第１進退位置に配置
される。このとき、スライド部材１２２は、回動ベース１１１の装飾プレート１１３の後
側に配置され、装飾部材１２３は、装飾プレート１１３を前側から覆う。所定のスライド
条件が成立すると、スライド部材１２２がガイド孔１１２Ｇに沿って下側へ移動し、進退
部材１２１は、図６（Ｂ）及び図７（Ｂ）に示される第２進退位置に配置される。このと
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き、スライド部材１２２及び装飾部材１２３は、装飾プレート１１３から下側に突出し、
装飾プレート１１３が露出する。そして、装飾プレート１１３と装飾部材１２３の装飾が
回動ベース１１１の回動方向に並べられる（図４（Ｃ）参照）。
【００３１】
　図７に示されるように、スライド部材１２２は、回動ベース１１１に備えた直動駆動機
構１１５によって駆動される。直動駆動機構１１５は、駆動源１１６と、駆動源１１６に
より駆動される回動レバー１１７と、を備えている。回動レバー１１７は、回動ベース１
１１の後壁１１２Ｂの右側部に回動可能に支持され、その回動中心から左側へ張り出して
いる（回動ベース１１１を後側から見た図７では、左右が反対に示されている。）。なお
、詳細には、図６に示されるように、後壁１１２Ｂは、中空構造に形成されていて、回動
レバー１１７は、後壁１１２Ｂの内部に収容されている。
【００３２】
　図７に示されるように、回動レバー１１７の先端部は、ガイド孔１１２Ｇと重なるよう
に配置され、回動レバー１１７の先端部には、回動レバー１１７の張り出し方向に延びた
先端長孔１１８が形成されている。そして、この先端長孔１１８に、上述したスライド部
材１２２のガイド突部１２２Ｇが係合している。また、回動レバー１１７の中間部には、
回動レバー１１７の張り出し方向に延びた中間長孔１１９が形成されている。中間長孔１
１９には、駆動源１１６により駆動される中継ギア１１６Ｇに突設された回転突部１１９
Ｔが係合している。中継ギア１１６Ｇが回転すると、回動レバー１１７が回動し、スライ
ド部材１２２がガイド孔１１２Ｇに沿って直動する。
【００３３】
　図８に示されるように、装飾部材１２３は、左側装飾構成体１２３Ｌと中央側装飾構成
体１２３Ｃと右側装飾構成体１２３Ｒの３つの装飾構成体を横並びにして備えている。上
述した連結部材１２１Ａ（図６参照）は、中央側装飾構成体１２３Ｃとスライド部材１２
２とを連結し、中央側装飾構成体１２３Ｃは、スライド部材１２２と一体に移動する。
【００３４】
　左側装飾構成体１２３Ｌと右側装飾構成体１２３Ｒは、中央側装飾構成体１２３Ｃに回
転自在に支持されている。具体的には、中央側装飾構成体１２３Ｃは、下側が幅狭となる
逆台形状に形成されていて、左側装飾構成体１２３Ｌは、中央側装飾構成体１２３Ｃの下
端部の左側部に支持され、右側装飾構成体１２３Ｒは、中央側装飾構成体１２３Ｃの下端
部の右側部に支持されている。左側装飾構成体１２３Ｌは、その回転軸部１２３ＬＪから
左側へと延びていて、右側装飾構成体１２３Ｒは、その回転軸部１２３ＲＪから右側へと
延びている。なお、左側装飾構成体１２３Ｌ及び右側装飾構成体１２３Ｒは、回転軸部１
２３ＬＪ，１２３ＲＪから離れるに従って幅広となる扇形状に形成されている。
【００３５】
　左側装飾構成体１２３Ｌ及び右側装飾構成体１２３Ｒの回転軸部１２３ＬＪ，１２３Ｒ
Ｊから離れた側の端部は、回動ベース１１１に支持されている。具体的には、回動ベース
１１１の両側部（詳細には、回動横辺部１１１Ａの両側部）には、１対の係合孔１２４，
１２４が形成されている。左側の係合孔１２４には、左側装飾構成体１２３Ｌに突設され
た係合突部１２３ＬＴが係合している。右側の係合孔１２４には、右側装飾構成体１２３
Ｒに突設された係合突部１２３ＲＴが係合している。各係合孔１２４は、回動横辺部１１
１Ａの中央側へ下るように傾斜した傾斜部１２４Ａと、傾斜部１２４Ａの下端部から図７
で示したガイド孔１１２Ｇと平行に延びる直線部１２４Ｂと、からなる。
【００３６】
　図８（Ａ）から図８（Ｂ）への変化に示されるように、進退部材１２１が第１進退位置
から第２進退位置側へ移動すると、左側装飾構成体１２３Ｌの係合突部１２３ＬＴが左側
の係合孔１２４における傾斜部１２４Ａの内面によって右側に押され、左側装飾構成体１
２３Ｌが回動軸部１２３ＬＪを中心にして時計方向に回転する。また、右側装飾構成体１
２３Ｒの係合突部１２３ＲＴが右側の係合孔１２４における傾斜部１２４Ａの内面によっ
て左側に押され、右側装飾構成体１２３Ｒが回動軸部１２３ＲＪを中心にして反時計方向
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に回転する。その結果、左側装飾構成体１２３Ｌの回動軸部１２３ＬＪから離れた部分と
右側装飾構成体１２３Ｒの回動軸部１２３ＲＪから離れた部分が中央側装飾構成体１２３
Ｃ側に寄せられる。このように、本実施形態では、進退部材１２１が第２進退位置へ向か
うにつれて装飾部材１２３が窄まるように動作する。これにより、進退部材１２１の動作
に躍動感を持たせることが可能となる。
【００３７】
　図８（Ｂ）から図８（Ｃ）への変化に示されるように、進退部材１２１が更に第２進退
位置側へ移動すると、左側装飾構成体１２３Ｌの係合突部１２３ＬＴと右側装飾構成体１
２３Ｒの係合突部１２３ＲＴが係合孔１２４の直線部１２４Ｂに沿って移動し、左側装飾
構成体１２３Ｌ、中央側装飾構成体１２３Ｃ及び右側装飾構成体１２３Ｒが一体となって
第２進退位置側に直動する。なお、進退部材１２１が第２進退位置から第１進退位置へ移
動するときには、装飾部材１２３の各装飾構成体１２３Ｌ，１２３Ｃ，１２３Ｒは、図８
（Ｃ）→図８（Ｂ）→図８（Ａ）の変化に示されるように、上述とは逆の動きをする。
【００３８】
　図９に示されるように、進退部材１２１には、突出部材１３０が搭載されている。突出
部材１３０は、進退部材１２１に重ねられる退避位置（図９（Ａ）参照）と、進退部材１
２１に対して第２進退位置側に突出する突出位置（図９（Ｂ）及び図９（Ｃ）参照）と、
の間を移動可能に構成されている。詳細には、突出部材１３０は、図６に示されるように
、進退部材１２１のスライド部材１２２と装飾部材１２３の間に配置され、退避位置に配
置されたときに、装飾部材１２３の後側に隠れ（図６（Ａ）参照）、突出位置に配置され
たときに、装飾部材１２３から下側に突出する（図６（Ｂ）参照）。
【００３９】
　本実施形態では、突出部材１３０が進退部材１２１の両側部に対をなして備えられてい
る。左側の突出部材１３０は、進退部材１２１のスライド部材１２２の左下隅部に回転自
在に支持され、右側の突出部材１３０は、スライド部材１２２の右下隅部に回転自在に支
持されている。ここで、左側と右側の突出部材１３０，１３０を左側突出部材１３０Ｌ、
右側突出部材１３０Ｒと称して区別すると、左側突出部材１３０Ｌは、その回転軸部１３
０ＬＪから左上側へ扇形状に張り出した基幹部位１３０ＬＡと、該基幹部位１３０ＬＡの
先端部から右側に翼状に張り出した先端張出部位１３０ＬＢと、で構成されている。また
、右側突出部材１３０Ｒは、その回転軸部１３０ＲＪから右上側へ扇形状に張り出した基
幹部位１３０ＲＡと、該基幹部位１３０ＲＡから左側に翼状に張り出した先端張出部位１
３０ＲＢと、で構成されている。
【００４０】
　スライド部材１２２の左右中央寄り部分には、左側突出部材１３０Ｌの回転軸部１３０
ＬＪを中心とした円弧状の左側ガイド孔１３１Ｌと、右側突出部材１３０Ｒの回転軸部１
３０ＲＪを中心とした円弧状の右側ガイド孔１３１Ｒと、が形成されている。そして、左
側ガイド孔１３１Ｌに、左側突出部材１３０Ｌの先端張出部位１３０ＬＢから後側に突出
した左側ガイド突部１３２Ｌが係合することで、左側突出部材１３０Ｌの回転の安定化が
図られ、右側ガイド孔１３１Ｒに、右側突出部材１３０Ｒの先端張出部位１３０ＲＢから
後側に突出した右側ガイド突部１３２Ｒが係合することで、右側突出部材１３０Ｒの回転
の安定化が図られている。
【００４１】
　左側突出部材１３０Ｌと右側突出部材１３０Ｒの基幹部位１３０ＬＡ，１３０ＲＡは、
回動ベース１１１の両側部に支持されている。具体的には、回動ベース１１１の両側部（
詳細には、１対の回動縦辺部１１１Ｂ，１１１Ｂの両側部）には、１対の係合孔１３４，
１３４が形成されていて、左側の係合孔１３４に左側突出部材１３０Ｌの基幹部位１３０
ＬＡに突設された係合突部１３５が係合し、右側の係合孔１３４に右側突出部材１３０Ｒ
の基幹部位１３０ＲＡに突設された係合突部１３５が係合している。１対の係合孔１３４
，１３４は、回動ベース１１１の左右中央側へ下るように傾斜した傾斜部１３４Ａと、傾
斜部１３４Ａの下端部から図７で示したガイド孔１１２Ｇと平行に延びる直線部１３４Ｂ
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と、からなる。
【００４２】
　図９（Ａ）から図９（Ｂ）への変化に示されるように、進退部材１２１が第１進退位置
から第２進退位置側へ移動すると、左側突出部材１３０Ｌの係合突部１３５が左側の係合
孔１３４の傾斜部１３４Ａにより右側に押されて、左側突出部材１３０Ｌが回動軸部１３
０ＬＪを中心にして時計方向に回転する。このとき、右側突出部材１３０Ｒの係合突部１
３５が右側の係合孔１３４の傾斜部１３４Ａにより左側に押されて、右側突出部材１３０
Ｒが回動軸部１３０ＲＪを中心にして反時計方向に回転する。その結果、左側突出部材１
３０Ｌ及び右側突出部材１３０Ｌが、退避位置から突出位置へと移動し、進退部材１２１
に対して第２進退位置側に突出する。このように、本実施形態では、進退部材１２１の第
２進退位置側への移動に伴って突出部材１３０が進退部材１２１から突出する。これによ
り、進退部材１２１の動作に一層の躍動感を持たせることが可能となる。
【００４３】
　進退部材１２１が図９（Ｂ）に示される位置から更に第２進退位置側へ移動すると、左
側突出部材１３０Ｌと右側突出部材１３０Ｒの係合突部１３５は係合孔１３４の直線部１
３４Ｂに沿って移動し、左側突出部材１３０Ｌ及び右側突出部材１３０Ｒは、進退部材１
２１と一体に第２進退位置側に直動する。なお、進退部材１２１が第２進退位置から第１
進退位置へ移動するときには、左側突出部材１３０Ｌ及び右側突出部材１３０Ｒは、図９
（Ｃ）→図９（Ｂ）→図９（Ａ）の変化に示されるように、上述とは逆の動きをする。
【００４４】
　本実施形態の第１可動役物装置１００では、進退部材１２１は、回動ベース１１１が停
止しているときに駆動されてもよいし、図４（Ｂ）から図４（Ｃ）への変化に示されるよ
うに、回動ベース１１１が回動しているときに駆動されてもよい。後者の場合、回動ベー
ス１１１が第２回動位置へ向かうときに、進退部材１２１が第１進退位置から第２進退位
置へと駆動され、回動ベース１１１が第１回動位置へ向かうときに、進退部材１２１が第
２進退位置から第１進退位置へと駆動されることが好ましい。このように進退部材１２１
が駆動されると、回動ベース１１１の回動する方向に進退部材１２１が移動することにな
り、第１可動役物装置１００の動作に躍動感を持たせることが可能となると共に、回動ベ
ース１１１と進退部材１２１が回動ベース１１１の回動方向に伸縮するように見せること
が可能となる。
【００４５】
　しかも、進退部材１２１が第２進退位置に配置されると、突出部材１３０が進退部材１
２１に対して第２進退位置側に突出するので、第１可動役物装置１００の動作に一層の躍
動感を持たせることが可能となる。さらに、図８（Ｂ）から図８（Ｃ）への変化に示され
るように、進退部材１２１が第２進退位置へ近づくときに、装飾部材１２３が進退部材１
２１と一体に移動するので、進退部材１２１と装飾部材１２３の動作をダイナミックに見
せることが可能となる。
【００４６】
　ところで、図８に示されるように、装飾部材１２３の装飾は、横方向で対をなすように
形成されている。具体的には、中央側装飾構成体１２３Ｃのうち同図の一点鎖線より左側
の部位は、一点鎖線より右側の部位を概ね左右逆にした形状になっていて、該右側の部位
より若干大きくなっている。左側装飾構成体１２３Ｌは、右側装飾構成体１２３Ｒの形状
を概ね左右逆にした形状になっていて、右側装飾構成体１２３Ｒより若干大きくなってい
る。また、進退部材１２１が第２進退位置に配置されたときに露出する回動ベース１１１
の装飾プレート１１３の装飾も、横方向で対をなすように形成されている。装飾プレート
１１３の装飾についても、同図の一点鎖線より左側の部位は、一点鎖線より右側の部位を
概ね左右逆にした形状になっていて、該右側の部位より若干大きくなっている。
【００４７】
　このように、本実施形態の遊技機では、回動ベース１１１の装飾プレート１１３及び進
退部材１２１の装飾部材１２３が横方向で対をなす形状に形成されていて、装飾プレート
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１１３及び装飾部材１２３のうち回動軸部１１１Ｊから遠い側の部位（具体的には、図８
の一点鎖線より左側の部位）が、装飾プレート１１３及び装飾部材１２３のうち回動軸部
１１１Ｊに近い側の部位（具体的には、図８の一点鎖線より右側の部位）より若干大きく
形成されている。この構成によれば、回動ベース１１１及び進退部材１２１が回動軸部１
１１Ｊを中心にして回動したときに、回動ベース１１１及び進退部材１２１のうち回動軸
部１１１Ｊから遠い側の部位が近づいてくるように見せることが可能となり、回動ベース
１１１と進退部材１２１に遠近感を持たせることが可能となる。
【００４８】
　［第２可動役物装置２００］
　図１０に示されるように、第２可動役物装置２００は、第１可動部２１０と第２可動部
２２０を有する。第１可動部２１０は、横並びに配置された複数の第１可動体２１１を備
えている。
【００４９】
　図１０（Ａ）→図１０（Ｂ）→図１０（Ｃ）の変化に示されるように、第１可動部２１
０は、上下方向に直動する横長の第１支持ベース２１５を有している。また、図１０（Ｂ
）から図１０（Ｃ）への変化に示されるように、複数の第１可動体２１１は、第１支持ベ
ース２１５に支持されて、第１支持ベース２１５の前側で前後方向に延びる軸を中心に回
転可能となっている。
【００５０】
　本実施形態の遊技機１０では、第１可動体２１１が２つ設けられていて、左側の第１可
動体２１１は、第１支持ベース２１５の左側部に支持され、右側の第１可動体２１１は、
第１支持ベース２１５の右側部に支持されている。具体的には、左側の第１可動体２１１
は、横辺部と該横辺部の左端部から下側へ延びる縦辺部とを有し、横辺部と縦辺部の交差
部分に回動軸部２１１Ｊを備える。右側の第１可動体２１１は、横辺部と該横辺部の右端
部から下側へ延びる縦辺部とを有し、横辺部と縦辺部の交差部分に回動軸部２１１Ｊを備
える。以下では、左側の第１可動体２１１と右側の第１可動体２１１を、第１左側可動体
２１１Ｌと第１右側可動体２１１Ｒと称して、適宜、区別することにする。
【００５１】
　図１１（Ａ）に示されるように、第１可動体２１１は、後側構成体２１２の前面側に前
側構成体２１３を重ねて固定してなる。後側構成体２１２は、第１支持ベース２１５に前
側から重ねられる本体部２１２Ｈと、本体部２１２Ｈの下端部から後側に突出して第１支
持ベース２１５を下側から覆う下端突壁２１２Ｋと、を備えている。また、前側構成体２
１３は、後側構成体２１２の本体部２１２Ｈの前面に固定された本体部２１３Ｈと、後側
構成体２１２の下端突壁２１２Ｋの下面に固定されて本体部２１３Ｈの下端部に連絡した
下端カバー部２１３Ｋと、を備えている。前側構成体２１３の本体部２１３Ｈは、後側構
成体２１２の本体部２１２Ｈよりも上側に飛び出ている。なお、本体部２１３Ｈの前面に
は装飾が施されている。
【００５２】
　第１支持ベース２１５は、後側構成体２１２の本体部２１２Ｈに後側から重ねられて後
側構成体２１２を回転自在に支持する本体部２１５Ｈと、本体部２１５Ｈの上端から前側
に迫り出した上端突壁２１５Ｊと、を備えている。詳細には、本体部２１５Ｈは、後側構
成体２１２の本体部２１２Ｈより上側に飛び出して前側構成体２１３の本体部２１３Ｈに
後側から重ねられる。上端突壁２１５Ｊは、前側構成体２１３の本体部２１３Ｈに突き合
わされて、後側構成壁２１２の本体部２１２Ｈに上側から対向している。
【００５３】
　図１３（Ａ）及び図１３（Ｂ）に示されるように、第１左側可動体２１１Ｌと第１右側
可動体２１１Ｒは、回転自在に連結されている。そして、第１左側可動体２１１Ｌと第１
右側可動体２１１Ｒとは、直線状に配置されて前側構成体２１３同士が繋がった直線状態
（図１３（Ａ）参照）と、下側が凸となる折れ線状に配置されて前側構成体２１３同士が
分離した折曲状態（図１３（Ｂ）参照）と、に変化する。
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【００５４】
　具体的には、本実施形態では、第１右側可動体２１１Ｒにおいて、後側構成体２１２が
前側構成体２１３より横長に形成されていて、後側構成体２１２と前側構成体２１３が右
端を揃えて配置されている。後側構成体２１２のうち前側構成体２１３からはみ出た左端
部には、左上がりに延びる長孔２１４Ｎが形成されている。また、第１左側可動体２１１
Ｌにおいては、前側構成体２１３が後側構成体２１２より横長に形成されていて、後側構
成体２１２と前側構成体２１３が左端を揃えて配置されている。前側構成体２１３のうち
後側構成体２１２からはみ出た右端部の後面には、長孔２１４Ｎと係合する係合突起２１
４Ｔが突設されている。そして、長孔２１４Ｎと係合突起２１４Ｔの係合によって、第１
左側可動体２１１Ｌと第１右側可動体２１１Ｒが回動自在に連結されている。なお、長孔
２１４Ｎが第１左側可動体２１１Ｌに形成され、係合突起２１４Ｔが第１右側可動体２１
１Ｒに形成されてもよい。
【００５５】
　第１支持ベース２１５は、図１０（Ａ）に示される第１上端位置と図１０（Ｃ）に示さ
れる第１下端位置との間を直動可能に構成されている。図１０（Ａ）に示されるように、
第１支持ベース２１５は、第１上端位置に配置された状態で、機構枠１７の上辺部１７Ｊ
に前側から重ねられる。このとき、第１左側可動体２１１Ｌと第１右側可動体２１１Ｒの
各横辺部は、第１支持ベース２１５に沿って配置され、第１左側可動体２１１Ｌと第１右
側可動体２１１Ｒの各縦辺部が機構枠１７の側辺部１７Ｓに重ねられる。
【００５６】
　図１０（Ｂ）に示されるように、第１支持ベース２１５が第１上端位置から下方へ移動
すると、第１支持ベース２１５が機構枠１７の内側に配置される。このとき、図１６（Ａ
）に示されるように、第１可動部２１０が表示画面１３Ｇに前側から重なる。
【００５７】
　図１２に示されるように、第１支持ベース２１５は、機構枠１７の上辺部１７Ｊに取り
付けられた第１駆動機構２３０によって駆動される。第１駆動機構２３０は、駆動源２３
１と、駆動源２３１により駆動される回動レバー２３４と、を備えている。本実施形態で
は、回動レバー２３４は、横方向に対をなして設けられている。１対の回動レバー２３４
，２３４は、回動軸部２３４Ｊを突き合わせるように配置されて、互いに逆方向に回動す
る。１対の回動レバー２３４，２３４のうち一方の回動レバー２３４の中間部には、回動
半径方向に延びた中間長孔２３３が形成されている。この中間長孔２３３には、駆動源２
３１により駆動される中継ギア２３２に突設された回転突部２３２Ｔが係合している。ま
た、１対の回動レバー２３４，２３４のそれぞれの先端部は、第１支持ベース２１５の左
右両端寄り部分に後側から重ねられる。具体的には、第１支持ベース２１５には、上端突
壁２１５Ｊの両側部から上側に突出する１対の突片２１５Ｔ，２１５Ｔが設けられ、これ
ら１対の突片２１５Ｔ，２１５Ｔに１対の回動レバー２３４，２３４の先端部が重ねられ
る。突片２１５Ｔには、横方向に延びる長孔２３５が形成されていて、この長孔２３５に
、回動レバー２３４の先端部に突設された先端突部２３６が係合している。中継ギア２３
２が駆動されると、１対の回動レバー２３４，２３４が回動し、第１支持ベース２１５が
機構枠１７に対して上下方向に直動する。
【００５８】
　ここで、図１２及び図１３に示されるように、機構枠１７の側辺部１７Ｓの前面側には
、該側辺部１７Ｓとの間に、第１支持ベース２１５及び第１可動体２１１（即ち、第１可
動部２１０）の側部を挟む挟み部２３７が取り付けられている。これにより、第１支持ベ
ース２１５の前後方向の移動が規制されている。また、図１２に示されるように、機構枠
１７の右側の側辺部１７Ｓには、上下方向に延びるガイドシャフト２３８が固定され、第
１支持ベース２１５の右端部には、ガイドシャフト２３８が挿通される図示しないシャフ
ト挿通孔が設けられている。これにより、第１支持ベース２１５の直動の安定化が図られ
ている。
【００５９】
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　図１０（Ａ）～図１０（Ｃ）に示されるように、第１可動部２１０では、第１支持ベー
ス２１５の移動に伴って、第１左側可動体２１１Ｌ及び第１右側可動体２１１Ｒが直線状
態（図１０（Ｂ）に示す状態）と折曲状態（図１０（Ｃ）に示す状態）とに変化する。以
下、第１可動部２１０の動作機構について説明する。
【００６０】
　図１２に示されるように、機構枠１７の左側の側辺部１７Ｓに取り付けられた挟み部２
３７には、挟み部２３７を前後に貫通するガイド孔２５１が形成されている。ガイド孔２
５１は、上下方向に直線状に延びる鉛直部２５１Ａと、鉛直部２５１の下端から右下方へ
直線状に延びる誘導傾斜部２５１Ｂと、からなる。図１３に示されるように、ガイド孔２
５１には、第１左側可動体２１１Ｌに設けられたガイド突部２５２が係合している。詳細
には、第１左側可動体２１１Ｌは、その回動軸部２１１Ｊから左上側に張り出して先端部
がガイド孔２５１に重ねられる左側張出片２５３を有し、ガイド突部２５２は、左側張出
片２５３の先端部から前側に突出している。
【００６１】
　また、図１２に示されるように、機構枠１７の右側の側辺部１７Ｓに取り付けられた挟
み部２３７の前面には、左側を段付き状に陥没させる陥没部２５６が形成されている。陥
没部２５６の内面のうち左側を向く部分は、前側から見て上下方向に直線状に延びる鉛直
面２５６Ａと、鉛直面２５６Ａの下端から左下方へ直線状に延びる誘導傾斜面２５６Ｂと
、からなる。図１３に示されるように、陥没部２５６には、第１右側可動体２１１Ｒに設
けられた摺動軸部２５７が受容されている。詳細には、第１右側可動体２１１Ｒは、その
回動軸部２１１Ｊから右上側に張り出して先端部が陥没部２５６内に突入した右側張出片
２５８を有し、摺動軸部２５７は、右側張出片２５８の先端部に突設されている。
【００６２】
　図１０（Ａ）から図１０（Ｂ）への変化に示されるように、第１支持ベース２１５が第
１上端位置から第１下端位置側へ移動すると、第１左側可動体２１１Ｌのガイド突部２５
２がガイド孔２５１の鉛直部２５１Ａに沿って移動し、第１右側可動体２１１Ｒの摺動軸
部２５７が陥没部２５６の鉛直面２５６Ａに沿って移動する。このとき、第１左側可動体
２１１Ｌ及び第１右側可動体２１１Ｒは直線状態に保持されている。
【００６３】
　図１０（Ｂ）から図１０（Ｃ）への変化に示されるように、第１支持ベース２１５が第
１下端位置に近づくと、図１３（Ａ）及び図１３（Ｂ）に拡大して示されるように、第１
左側可動体２１１Ｌのガイド突部２５２がガイド孔２５１の誘導傾斜部２５１Ｂ内を移動
する。すると、ガイド突部２５２が誘導傾斜部２５１Ｂの内面に押されて、第１左側可動
体２１１Ｌがその回動軸部２１１Ｊを中心に時計方向に回動する。また、このとき、第１
右側可動体２１１Ｒの摺動軸部２５７が陥没部２５６の誘導傾斜面２５６Ｂに摺動する。
すると、摺動軸部２５７が誘導傾斜面２５６Ｂに押されて、第１右側可動体２１１Ｒがそ
の回動軸部２１１Ｊを中心に反時計方向に回動する。その結果、第１左側可動体２１１Ｌ
及び第１右側可動体２１１Ｒが、直線状態から折曲状態に変化する。
【００６４】
　このように、第１可動部２１０は、第１支持ベース２１５の上下方向の移動によって、
全体が上下に移動する。そして、第１支持ベース２１５が第１上端位置に配置されると、
第１可動部２１０は、複数の第１可動体２１１の前側構成体２１３が左右方向に沿って直
線状に並べられた連結状態となり（図１０（Ａ）参照）、第１支持ベース２１５が第１下
端位置に配置されると、第１可動部２１０は、複数の第１可動体２１１の前側構成体２１
３がバラバラに分断された分断状態となる。
【００６５】
　図１３（Ｂ）から図１３（Ａ）への変化に示されるように、第１支持ベース２１５が第
１下端位置から第１上端位置側へ移動すると、第１左側可動体２１１Ｌのガイド突部２５
２が誘導傾斜部２５１Ｂの内面に押されて、第１左側可動体２１１Ｌがその回動軸部２１
１Ｊを中心に反時計方向に回動する。ここで、第１左側可動体２１１Ｌと第１右側可動体
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２１１Ｒの横辺部同士は回転自在に連結されているので、第１左側可動体２１１Ｌが反時
計方向に回動すると、第１右側可動体２１１Ｒが時計方向に回動する。その結果、第１左
側可動体２１Ｌ及び第１右側可動体２１１Ｒが、折曲状態から直線状態に変化する。なお
、第１支持ベース２１５の左端部には、第１左側可動体２１１Ｌを反時計方向に付勢する
付勢バネ２５４が備えられ、第１支持ベース２１５の右端部には、第１右側可動体２１１
Ｒを時計方向に付勢する付勢バネ２５９が備えられている。
【００６６】
　図１０に示されるように、第２可動部２２０は、第１可動部２１０に下方から対向し、
横並びに配置された複数の第２可動体２２１を備えている。
【００６７】
　図１０（Ａ）→図１０（Ｂ）→図１０（Ｃ）の変化に示されるように、第２可動部２２
０は、上下方向に直動する横長の第２支持ベース２２５を有している。また、図１０（Ｂ
）から図１０（Ｃ）への変化に示されるように、複数の第２可動体２２１は、第２支持ベ
ース２２５に支持されて、第２支持ベース２２５の前側で前後方向に延びる軸を中心に回
転可能となっている。
【００６８】
　本実施形態の遊技機１０では、第２可動体２２１が３つ設けられていて、左側の第２可
動体２２１は、第２支持ベース２２５の左側部に支持され、中央側の第２可動体２２１は
、第２支持ベース２２５の左右中央部に支持され、右側の第２可動体２２１は、第２支持
ベース２２５の右側部に支持されている。具体的には、左側の第２可動体２２１は、横辺
部と該横辺部の左端部から上側へ延びる縦辺部とを有し、横辺部と縦辺部の交差部分に回
動軸部２２１Ｊを備える。中央側の第２可動体２２１は、横辺部のみを有し、該横辺部の
右側部に回動軸部２２１Ｊを備える。右側の第２可動体２２１は、横辺部と該横辺部の右
端部から上側へ延びる縦辺部とを有し、横辺部と縦辺部の交差部分に回動軸部２２１Ｊを
備える。以下では、左側の第２可動体２２１と中央側の第２可動体２２１と右側の第２可
動体２２１を、第２左側可動体２２１Ｌと第２中央可動体２２１Ｃと第２右側可動体２２
１Ｒと称して、適宜、区別することにする。
【００６９】
　図１１（Ｂ）に示されるように、第２可動体２２１は、後側構成体２２２の前面側に前
側構成体２２３を重ねて固定してなる。後側構成体２２２は、第２支持ベース２２５に前
側から重ねられる本体部２２２Ｈと、本体部２２２Ｈの上端部から後側に突出して第２支
持ベース２２５を上側から覆う上端突壁２２２Ｊと、を備えている。また、前側構成体２
２３は、後側構成体２２２の本体部２２２Ｈの前面に固定された本体部２２３Ｈと、後側
構成体２２２の上端突壁２２２Ｊの上面に固定されて本体部２２３Ｈの上端部に連絡した
上端カバー部２２３Ｊと、を備えている。前側構成体２２３の本体部２２３Ｈは、後側構
成体２２２の本体部２２２Ｈよりも下側に飛び出ている。なお、本体部２２３Ｈの前面に
は装飾が施されている。
【００７０】
　第２支持ベース２２５は、後側構成体２２２の本体部２２２Ｈに後側から重ねられて後
側構成体２２２を回転自在に支持する本体部２２５Ｈと、本体部２２５Ｈの下端から前側
に迫り出した下端突壁２２５Ｋと、を備えている。詳細には、本体部２２５Ｈは、後側構
成体２２２の本体部２２２Ｈより下側に飛び出して前側構成体２２３の本体部２２３Ｈに
後側から重ねられる。下端突壁２２５Ｋは、前側構成体２２３の本体部２２３Ｈに突き合
わされて、後側構成壁２２２の本体部２２２Ｈに下側から対向している。
【００７１】
　図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ）に示されるように、第２左側可動体２２１Ｌと第２中央
可動体２２１Ｃは、回転自在に連結されている。そして、第２左側可動体２２１Ｌと第２
中央可動体２２１Ｃとは、直線状に配置されて前側構成体２２３同士が繋がった直線状態
（図１５（Ａ）参照）と、上側が凸となる折れ線状に配置されて前側構成体２２３同士が
分離した折曲状態（図１５（Ｂ）参照）と、に変化する。
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【００７２】
　具体的には、本実施形態では、第２左側可動体２２１Ｌにおいて、後側構成体２２２が
前側構成体２２３より横長に形成されていて、後側構成体２２２と前側構成体２２３が左
端を揃えて配置されている。後側構成体２２２のうち前側構成体２２３からはみ出た右端
部には、右下がりに延びる長孔２２４Ｎが形成されている。また、第２中央可動体２２１
Ｃにおいて、前側構成体２２３が後側構成体２２２より横長に形成されていて、後側構成
体２２２と前側構成体２２３が右端を揃えて配置されている。前側構成体２２３のうち後
側構成体２２２からはみ出た左端部の後面には、長孔２２４Ｎと係合する係合突起２２４
Ｔが突設されている。そして、長孔２２４Ｎと係合突起２２４Ｔの係合によって、第２左
側可動体２２１Ｌと第２中央可動体２２１Ｃが回動自在に連結されている。なお、長孔２
２４Ｎが第２中央可動体２２１Ｃに形成され、係合突起２２４Ｔが第２左側可動体２２１
Ｌに形成されてもよい。
【００７３】
　第２支持ベース２２５は、図１０（Ａ）に示される第２下端位置と図１０（Ｃ）に示さ
れる第２上端位置との間を直動可能に構成されている。図１０（Ａ）に示されるように、
第２支持ベース２２５は、第２下端位置に配置された状態で、機構枠１７の下辺部１７Ｋ
に前側から重ねられる。このとき、第２左側可動体２２１Ｌ、第２中央可動体２２１Ｃ及
び第２右側可動体２２１Ｒの各横辺部は、第２支持ベース２２５に沿って配置され、第２
左側可動体２２１Ｌと第２右側可動体２２１Ｒの各縦辺部が機構枠１７の側辺部１７Ｓに
重ねられる。なお、第２支持ベース２２５及び第２可動体２２１（即ち、第２可動部２２
０）の側部は、機構枠１７の側辺部１７Ｓと上述した挟み部２３７との間に挟まれていて
、これにより、第２支持ベース２２５の前後方向の移動が規制されている。
【００７４】
　図１０（Ｂ）に示されるように、第２支持ベース２２５が第２下端位置から上方へ移動
すると、第２支持ベース２２５が機構枠１７の内側に配置される。このとき、図１６（Ａ
）に示されるように、第２可動部２２０が表示画面１３Ｇに前側から重なる。
【００７５】
　図１４に示されるように、第２支持ベース２２５は、機構枠１７の各側辺部１７Ｓに取
り付けられた第２駆動機構２４０によって駆動される。第２駆動機構２４０は、駆動源２
４１と、駆動源２４１によって駆動されるピニオン２４２と、を備える。駆動源２４１は
、上述した挟み部２７３の前面に固定され、駆動源２４１の回転出力軸は、挟み部２７３
を前後に貫通する。ピニオン２４２は、側辺部１７Ｓと挟み部２７３との間で、駆動源２
４１の回転出力軸に取り付けられている。ピニオン２４２には、第２支持ベース２２５の
各側部に設けられたラック２４４が噛合する。具体的には、第２支持ベース２２５の両側
部には、上方へ直線状に延びる１対のサイド突壁２４３，２４３が設けられていて、それ
ら１対のサイド突壁２４３，２４３の互いの対向面にラック２４４，２４４が形成されて
いる。また、機構枠１７の側辺部１７Ｓには、上下方向に延びる長孔２４５Ｎが形成され
ていて、その長孔２４５Ｎにサイド突壁２４３から後側に突出する突部２４５Ｔが係合す
ることで、第２支持ベース２２５の移動の安定化が図られている。
【００７６】
　図１０（Ａ）～図１０（Ｃ）に示されるように、第２可動部２２０では、第２支持ベー
ス２２５の移動に伴って、第２左側可動体２２１Ｌ及び第２中央可動体２１１Ｃが直線状
態（図１０（Ｂ）に示す状態）と折曲状態（図１０（Ｃ）に示す状態）とに変化し、第２
右側可動体２２１Ｒが回動する。以下、第２可動部２２０の動作機構について説明する。
【００７７】
　図１５に示されるように、機構枠１７の１対の側辺部１７Ｓ，１７Ｓに取り付けられた
１対の挟み部２３７，２３７の互いの対向面には、１対のガイド面２６１，２６１が形成
されている。各ガイド面２６１は、前側から見て上下方向に直線状に延びる鉛直面２６１
Ａと、鉛直面２６１Ａの上端から左右中央側へ直線状に延びる誘導傾斜面２６１Ｂと、か
らなる。左側のガイド面２６１の誘導傾斜面２６１Ｂには、第２左側可動体２２１Ｌに設
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けられた摺動突部２６２が下方から対向する。右側のガイド面２６１の誘導傾斜面２６１
Ｂには、第２右側可動体２２１Ｒに設けられた摺動突部２６２が下方から対向する。なお
、第２左側可動体２２１Ｌにおいては、回動軸部２２１Ｊから左下に張り出した張出片２
６３に摺動突部２６２が突設されている。また、第２右側可動体２２１Ｒにおいては、回
動軸部２２１Ｊから右下に張り出した張出片２６３に摺動突部２６２が突設されている。
【００７８】
　図１０（Ａ）から図１０（Ｂ）への変化に示されるように、第２支持ベース２２５が第
２下端位置から第２上端位置側へ移動すると、第２左側可動体２２１Ｌの摺動突部２６２
が左側の挟み部２７３におけるガイド面２６１の鉛直面２６１Ａに沿って移動し、第２右
側可動体２２１Ｒの摺動軸部２６２が右側の挟み部２７３におけるガイド面２６１の鉛直
面２６１Ａに沿って移動する。このとき、第２左側可動体２２１Ｌ及び第２中央可動体２
２１Ｃは直線状態に保持され、第２右側可動体２２１Ｒの横辺部は第２支持ベース２２５
に沿って水平に配置されている。
【００７９】
　図１０（Ｂ）から図１０（Ｃ）への変化に示されるように、第２支持ベース２２５が第
２上端位置に近づくと、図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ）に拡大して示されるように、第２
左側可動体２２１Ｌの摺動突部２６２が左側の挟み部２７３におけるガイド面２６１の誘
導傾斜面２６１Ｂに摺動する。すると、該摺動軸部２６２が誘導傾斜面２６１Ｂに押され
て、第２左側可動体２２１Ｌがその回動軸部２２１Ｊを中心に反時計方向に回動する。第
２左側可動体２２１Ｌが回動すると、第２中央可動体２２１Ｃの左側部が持ち上げられ、
第２左側可動体２２１Ｌ及び第２中央可動体２２１Ｃが、直線状態から折曲状態に変化す
る。
【００８０】
　また、第２支持ベース２２５が第２上端位置に近づくと、第２右側可動体２２１Ｒの摺
動軸部２６２が右側の挟み部２７３におけるガイド面２６１の誘導傾斜面２６１Ｂに摺動
する。すると、該摺動軸部２６２が誘導傾斜面２６１Ｂに押されて、第２右側可動体２２
１Ｒがその回動軸部２２１Ｊを中心に時計方向に回動する。なお、第２支持ベース２２５
（詳細には、本体部２２５Ｈ）には、第２右側可動体２２１Ｒの回動軸部２２１Ｊを中心
とした円弧状をなす支持孔２６４Ａが形成されている。そして、この支持孔２６４Ａに、
第２右側可動体２２１Ｒの横辺部に設けられた支持突部２６４Ｔが係合することで、第２
右側可動体２２１Ｒの回動の安定化が図られている。
【００８１】
　このように、第２可動部２２０は、第２支持ベース２２５の上下方向の移動によって、
全体が上下に移動する。そして、第２支持ベース２２５が第２下端位置に配置されると、
第２可動部２２０は、複数の第２可動体２２１の前側構成体２２３が左右方向に沿って直
線状に並べられた連結状態となり（図１０（Ａ）参照）、第２支持ベース２２５が第２上
端位置に配置されると、第２可動部２２０は、複数の第２可動体２２１の前側構成体２２
３がバラバラに分断された分断状態となる。
【００８２】
　ところで、第２左側可動体２２１Ｌは、自重によって時計方向に付勢され、第２右側可
動体２２１Ｒは、自重によって反時計方向に付勢されている。従って、第２左側可動体２
２１Ｌと第２右側可動体２２１Ｒの摺動軸部２６２がガイド面２６１の誘導傾斜面２６１
Ｂと当接した状態では、第２左側可動体２２１Ｌと第２右側可動体２２１Ｒは、付勢力に
抗した力を誘導傾斜面２６１Ｂから受けていることになる。従って、図１５（Ｂ）から図
１５（Ａ）への変化に示されるように、第２支持ベース２２５が第２上端位置から第２下
端位置側へ移動すると、第２左側可動体２２１Ｌと第２右側可動体２２１Ｒの摺動軸部２
６２が誘導傾斜面２６１Ｂから離れるように移動することとなり、第２左側可動体２２１
Ｌが自重によって時計方向に回動し、第２右側可動体２２１Ｒが自重によって反時計方向
に回動する。ここで、第２左側可動体２２１Ｌと第２中央可動体２２１Ｃの横辺部同士は
回転自在に連結されているので、第２左側可動体２２１Ｌが時計方向に回動すると、第２
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中央可動体２２１Ｃが反時計方向に回動する。その結果、第２左側可動体２２１Ｌ及び第
２中央可動体２２１Ｃが、折曲状態から直線状態に変化する。
【００８３】
　本実施形態の遊技機１０では、図１６（Ａ）～図１６（Ｃ）の流れに示されるように、
第２可動役物装置２００の動作に上述した第１可動役物装置１００の動作が複合した複合
役物演出が行われてもよい。具体的には、複合役物演出では、まず、図１６（Ａ）に示さ
れるように、第２可動役物装置２００において、第１可動部２１０と第２可動部２２０が
互いに接近する。この接近は、図１０（Ａ）から図１０（Ｂ）への流れで示した第１支持
ベース２１５と第２支持ベース２２５の移動により行われる。
【００８４】
　第１可動部２１０と第２可動部２２０が接近すると、第１可動部２１０及び第２可動部
２２０が表示画面１３Ｇの前側に配置される。その結果、表示画面１３Ｇのうち第１可動
部２１０と第２可動部２２０の間から視認可能な領域が上下に狭まる。このとき、表示画
面１３Ｇにおいて第１可動部２１０と第２可動部２２０の間から視認可能な領域に表示さ
れる画像が、第１可動部２１０と第２可動部２２０の接近に伴って上下に圧縮される。ま
た、表示画面１３Ｇにおいて第１可動部２１０の上側から視認可能な領域と第２可動部２
２０の下側から視認可能な領域が暗くなる。
【００８５】
　図１６（Ａ）から図１６（Ｂ）の流れに示されるように、第１可動部２１０と第２可動
部２２０がさらに接近すると、第１可動部２１０と第２可動部２２０が連結状態から分断
状態に変化する。このとき、表示画面１３Ｇにおいて第１可動部２１０と第２可動部２２
０の間から視認可能な領域には、その全体に亀裂が入った画像が表示される。このように
、本実施形態では、第１可動部２１０と第２可動部２２０の動作と表示画面１３Ｇの画像
が連動することで、表示画面１３Ｇが割れるように見せることが可能となる。
【００８６】
　図１６（Ｂ）から図１６（Ｃ）の流れに示されるように、複合役物演出では、さらに、
第１可動役物装置１００において、回動ベース１１１が第１回動位置から第２回動位置へ
と回動すると共に、進退部材１２１が第１進退位置から第２進退位置へと移動する。する
と、第１可動役物装置１００の移動演出部１１０が第２可動役物装置２００の第１可動部
２１０と第２可動部２２０の前側に配置される。ここで、回動ベース１１１の装飾プレー
ト１１３と進退部材１２１の装飾部材１２３には、例えば、獣や化け物の顔の装飾が施さ
れていて、進退部材１２１から突出する突出部材１３０は、牙を象った形状となっている
。これにより、第１可動役物装置１００の移動演出部１１０が模した獣や化け物が表示画
面１３Ｇを噛み砕いているように見せることが可能となる。
【００８７】
　以下、本実施形態の遊技機１０から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効
果等を示しつつ説明する。なお、以下では、理解の容易のため、上記実施形態において対
応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定される
ものではない。
【００８８】
　＜特徴Ａ群＞
　以下の特徴Ａ群は、「可動役物装置を備えた」遊技機に関し、「特許文献Ａ（特開２０
０８－１０４６３７号（段落［０１３１］～［０１３２］、図１１、図１５））の遊技機
では、可動役物装置が、前後方向に沿った回動軸を中心として回動可能な回動部材を備え
ている。」という背景技術について、「特許文献Ａの遊技機では、可動役物装置の動作が
単純で興趣に欠ける。」という課題をもってなされたものである。
【００８９】
　［特徴Ａ１］
　可動役物装置（第１可動役物装置１００）を備えた遊技機（遊技機１０）において、
　前記可動役物装置は、
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　前後方向に沿った回動軸（回動軸部１１１Ｊ）を中心として回動可能に支持されて第１
回動位置（図４（Ａ）に示される回動ベース１１１の位置）と第２回動位置（図４（Ｂ）
に示される回動ベース１１１の位置）の間を移動可能な回動部材（回動ベース１１１）と
、
　前記回動部材に搭載されて前記回動部材の回動方向に進退可能であって前記第１回動位
置側の第１進退位置（図６（Ａ）に示される進退部材１２１の位置）と前記第２回動位置
側の第２進退位置（図６（Ｂ）に示される進退部材１２１の位置）との間を移動可能な進
退部材（進退部材１２１）と、を有する、遊技機。
【００９０】
　本特徴に示す構成では、回動部材が第１回動位置から第２回動位置へ回動するときに、
その回動部材に搭載された進退部材がさらに回動部材の回動方向に移動可能となる。本特
徴の構成によれば、回動部材と進退部材の動きの組合せにより、可動役物装置の動作に躍
動感を持たせることが可能となり、可動役物装置の動作の趣向性向上が図られる。
【００９１】
　［特徴Ａ２］
　前記可動役物装置は、
　前記進退部材に搭載されて前記進退部材の進退方向に沿って移動可能に支持されると共
に、前記進退部材に重ねられる退避位置（図６（Ａ）に示される突出部材１３０の位置）
と前記進退部材から前記第２進退位置側に突出する突出位置（図６（Ｂ）に示される突出
部材１３０の位置）との間を移動可能な突出部材（突出部材１３０）をさらに有し、
　前記突出部材は、前記進退部材の前記第１進退位置から前記第２進退位置への移動に伴
って前記退避位置から前記突出位置に移動する、特徴Ａ１に記載の遊技機。
【００９２】
　本特徴に示す構成では、進退部材が第２進退位置に配置されたときに、進退部材に搭載
された突出部材が進退部材から第２進退位置側に突出するので、可動役物装置の動作に一
層の躍動感を持たせることが可能となり、可動役物装置の動作の趣向性を更なる向上が図
られる。
【００９３】
　［特徴Ａ３］
　前記突出部材は、前記退避位置に配置されたときに前記進退部材に前側を覆われる、特
徴Ａ２に記載の遊技機。
【００９４】
　本特徴に示す構成では、突出部材は、進退部材から突出したときに遊技者に視認可能と
なるので、遊技者に意外性を付与可能となる。
【００９５】
　［特徴Ａ４］
　前記突出部材は、前記進退部材に回転自在に支持され、その回転中心（回動軸部１３０
ＬＪ，１３０ＲＪ）から離れた部位（係合突部１３５，１３５）が前記進退部材の移動に
伴って前記回動部材に摺接することで回転するように構成された、特徴Ａ２又はＡ３に記
載の遊技機。
【００９６】
　本特徴に示す構成によれば、突出部材用の駆動源を進退部材に設けることなく進退部材
の移動に伴って突出部材を移動させることが可能となる。
【００９７】
　［特徴Ａ５］
　前記突出位置は、前記進退部材がその移動ストロークの途中位置より前記第２進退位置
側を移動するときに、前記進退部材と一体になって前記回動部材の回動方向に移動する、
特徴Ａ４に記載の遊技機。
【００９８】
　本特徴に示す構成では、進退部材が第２進退位置へ近づくときに、進退部材と突出部材
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が回動部材から一体的に突出するので、進退部材と突出部材の動作をダイナミックに見せ
ることが可能となる。
【００９９】
　［特徴Ａ６］
　前記回動部材の前記回動軸は、前記回動部材において、前記第２回動位置側であって前
記回動部材の回動方向と直交する方向の片側に寄せて配置されている、特徴Ａ１乃至５の
うち何れか１に記載の遊技機。
【０１００】
　本特徴に示す構成によれば、第２回動位置へと向かう回動部材を傾くように見せること
が可能となる。
【０１０１】
　［特徴Ａ７］
　前記回動部材及び前記進退部材には、前記回動部材の回動方向と直交する方向で対をな
す１対の装飾部（装飾プレート１１３及び装飾部材１２３における図８に示される一点鎖
線より左側の部位と、同図の一点鎖線より右側の部位）が設けられ、
　前記１対の装飾部のうち前記回動部材の前記回動軸から遠い側の装飾部（図８に示され
る一点鎖線より左側の部位）は、該回動軸から近い側の装飾部（図８に示される一点鎖線
より右側の部位）より大きく形成されている、特徴Ａ６に記載の遊技機。
【０１０２】
　本特徴に示す構成では、回動部材と進退部材に設けられた１対の装飾部が回動部材の回
動軸から遠い方が大きく形成されているので、回動部材と進退部材に遠近感を持たせるこ
とが可能となる。
【０１０３】
　［特徴Ａ８］
　可動役物装置（第１可動役物装置１００）を備えた遊技機（遊技機１０）おいて、
　前記可動役物装置は、
　第１装飾部（装飾プレート１１３）を備えると共に、前後方向に沿った回動軸（回動軸
部１１１Ｊ）を中心として回動可能に支持されて第１回動位置（図４（Ａ）に示される回
動ベース１１１の位置）と第２回動位置（図４（Ｂ）に示される回動ベース１１１の位置
）の間を移動可能な回動部材（回動ベース１１１）と、
　第２装飾部（装飾部材１２３）を備えると共に、前記回動部材に搭載されて前記回動部
材の回動方向に進退可能であって前記第１回動位置側の第１進退位置（図６（Ａ）に示さ
れる進退部材１２１の位置）と前記第２回動位置側の第２進退位置（図６（Ｂ）に示され
る進退部材１２１の位置）との間を移動可能な進退部材（進退部材１２１）と、を有し、
　前記回動部材に備えた前記第１装飾部は、前記進退部材が前記第１進退位置に配置され
たときに前記進退部材の前記第２装飾部に前側を覆われ、前記進退部材が前記第２進退位
置に配置されたときに前記進退部材の外側に露出する、遊技機。
【０１０４】
　本特徴に示す構成では、回動部材が第１回動位置から第２回動位置へ回動するときに、
その回動部材に搭載された進退部材がさらに回動部材の回動方向に移動可能となる。本特
徴の構成によれば、回動部材と進退部材の動きの組合せにより、可動役物装置の動作に躍
動感を持たせることが可能となり、可動役物装置の動作の趣向性向上が図られる。しかも
、本特徴の構成では、進退部材が第２進退位置へ移動すると、回動部材に備えた第１装飾
部が露出するので、遊技者に意外性を与えることができると共に、可動役物装置の動作を
遊技者に認識させ易くなる。
【０１０５】
　［特徴Ａ９］
　前記第２装飾部は、前記第２進退位置側を中心（回転軸部１２３ＬＪ，１２３ＲＪ）と
して扇状に並べられた複数の装飾部構成体（左側装飾構成体１２３Ｌ、中央側装飾構成体
１２３Ｃ及び右側装飾構成体１２３Ｒ）からなり、



(19) JP 2019-165939 A 2019.10.3

10

20

30

40

50

　前記複数の装飾部構成体は、前記進退部材が前記第１進退位置から前記第２進退位置へ
向かうにつれて前記第１進退位置側が互いに近づくように寄せられる、特徴Ａ８に記載の
遊技機。
【０１０６】
　本特徴に示す構成では、進退部材が第２進退位置へ向かうにつれて第２装飾部が窄まる
ように見せることで、進退部材の動作自体にも躍動感を持たせることが可能となる。
【０１０７】
　［特徴Ａ１０］
　可動役物装置（第１可動役物装置１００）を備えた遊技機（遊技機１０）において、
　前記可動役物装置は、
　前後方向に沿った回動軸（回動軸部１１１Ｊ）を中心として回動可能に支持され、その
回動に伴って回動方向に伸縮可能な移動演出部（移動演出部１１０）を有する、遊技機。
【０１０８】
　本特徴に示す構成では、回動と伸縮の組合せにより、可動役物装置の動作に躍動感を持
たせることが可能となり、可動役物装置の動作の趣向性向上が図られる。
【０１０９】
　なお、特徴Ａ８又はＡ９に示す構成に、特徴Ａ３～Ａ７に示す構成が組み合わされても
よい。また、特徴Ａ１０に示す構成に、特徴Ａ１～Ａ９に示す構成が組み合わされてもよ
い。
【０１１０】
　［特徴Ａ群に含まれる他の実施形態］
　特徴Ａ群には、上記実施形態の他に、例えば、以下に示される実施形態も含まれる。
【０１１１】
　（ａ１）進退部材１２１は、回動ベース１１１が第２回動位置へ向かうときに、第１回
動位置側へ移動してもよい。
【０１１２】
　（ａ２）特徴Ａ１，Ａ８～Ａ１０に含まれる形態では、突出部材１３０を備えない構成
であってもよい。
【０１１３】
　（ａ３）突出部材１３０は、進退部材１２１に直動自在に支持されて、進退部材１２１
に対して直動して突出位置に配置される構成であってもよい。具体的には、図１７（Ａ）
及び１７（Ｂ）に示されるように、突出部材１３０を進退部材１２１に直動可能に支持す
ると共に、上記実施形態における直動駆動機構１１５の回動レバー１１７に替えて、回動
レバー１１１を先端側に長くした回動レバー１１７Ｖを備えた構成とすればよい。回動レ
バー１１７Ｖは、長手方向の中間部に第１長孔１１８Ａを備え、先端部に第２長孔１１８
Ｂを備えている。そして、第１長孔１１８Ａにスライド部材１２２のガイド突部１２２Ｇ
が係合し、第２長孔１１８Ｂに突出部材１３０のガイド突部１３０Ｇが係合している。ま
た、回動ベース１１１の後壁１１２Ｂには、スライド部材１２２のガイド突部１２２Ｇを
ガイドする第１ガイド孔１１２ＧＡが形成されると共に、突出部材１３０のガイド突部１
３０Ｇをガイドする第２ガイド孔１１２ＧＢが形成されている。このような構成とするこ
とで、図１７（Ａ）から図１７（Ｂ）の変化に示されるように、回動レバー１１７Ｖの回
転によって、進退部材１２１を突出位置に直動させると共に、突出部材１３０を進退部材
１２１に対して直動させ、突出位置に配置することができる。なお、図１７では、突出部
材１３０が１つだけの構成となっている。
【０１１４】
　（ａ４）突出部材１３０は、退避位置に配置された状態で、遊技者に視認可能であって
もよい。具体的には、突出部材１３０を、進退部材１２１の装飾部１２３より前側に配置
すればよい。
【０１１５】
　（ａ５）進退部材１２１が第２進退位置に配置されたときに、装飾部材１２３と突出部
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部材１３０を、回動ベース１１１の後壁１１２Ｂより前側、且つ、装飾プレート１１３よ
り後側に配置すればよい。
【０１１６】
　（ａ６）上記実施形態において、遊技盤１１の前面に沿って移動する移動ベースに回動
ベース１１１が回動可能に支持された構成であってもよい。
【符号の説明】
【０１１７】
　１０　　遊技機
１００　　第１可動役物装置
１０１　　固定ベース
１１０　　移動演出部
１１１　　回動ベース
１１１Ｊ　　回転軸部
１２１　　進退部材
１３０　　突出部材
２００　　第２可動役物装置
２１０　　第１可動部
２１１　　第１可動体
２２０　　第２可動部
２２１　　第２可動体

【図１】 【図２】
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